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Program Notes
交響詩『ドン・ファン』
（R.シュトラウス）

　R.シュトラウスは1864年、宮廷管弦
楽団のホルン奏者の父と、有名なビー
ル業者の娘である母との間に生まれ
ました。4歳の時に父の仕事仲間から
ピアノの手ほどきを受け、その後作曲
およびヴァイオリンに手を広げていき
ます。

　少年期には家で父のホルン演奏の
伴奏を行い、また父が指導していた
アマチュア・オーケストラでヴァイオリンを
演奏していました。作曲は、父が大の
ワーグナー嫌いだったこともあり、
モーツァルト、ベートーヴェン、シュー
ベルトらを手本に勉強を行っていき
ます。

　17歳で自作の交響曲の演奏・出版、
20歳で指揮者デビューを果たし、1886
年には初の交響詩「マクベス」を手掛け
ています。続けて「ドン・ファン」を1888年
に作曲しましたが、「マクベス」はその後
改訂を行ったため、「ドン・ファン」が先に
世に出ることになりました。初演は1889年、
彼自身の指揮で行われ、大成功を収め
ています。
　総譜の冒頭に、オーストリアの詩人
ニコラウス・レーナウの詩「ドン・ファン」か
らの抜粋が収められています。一般的
なドン・ファン伝説は「次 と々女をものに
する好色家」というイメージが強いです
が、レーナウの詩では「永遠なる理想の
女性を求めて遂に果たすことができ
ない英雄」として描き出されています。
　曲は単一楽章ですが、大きく5つの
場面に分けて解説します（解釈には
諸説あります）。

冒頭～ドン・ファンのテーマ
　冒頭、電光石火で一気に幅広い音程
を駆け上がり、ドン・ファンの情熱を
表す。ティンパニの4連打の後、木管楽器
の3連符に乗ってヴァイオリンによりドン・
ファンのテーマ（第1主題）が提示される。

最初の女性との出会い～破局
　ヴァイオリンソロにより、気品のある
女性が表現され、続いてクラリネットと
ホルンの主題をヴァイオリンが追いかけ
るようにして、恋人たちの対話が始まる。

Richard Georg Strauss (1864‒ 1949)
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盛り上がりを見せるが事態は切迫し、
冒頭の動機が出て我に返る。

2人目の女性との出会い～終焉
　ヴィオラとチェロの主題により女性を
誘 いに出る。最 初 は 拒 否されるが

（フルート）、や が て 受 け 入 れられ、
オーボエとの息の長い甘美なやりとり
が続く。しかし、やがてふと我に返り、
静かに女性から離れる。

仮面舞踏会～破綻
　ホルンのファンファーレのような第2
主題を受けて、仮面舞踏会のような
喧噪となる。グロッケンや弦楽器・木管
楽器の跳ねるような下降音型の中、
金管楽器により重厚な動機が出て、
トランペットにより第2主題が繰り返さ
れる。しかしそれも徐々に雲行きが
怪しくなり、破綻を迎えて静まり返る。

新たなる冒険～燃え尽き
　新たなる冒険に向けて再出発し、
ヴァイオリンにより第1主題が 再登場
する。ホルンとチェロにより第2主題が
改めて出て、木管とヴァイオリンに引き
継がれる。付点付きの3連音のうねり
を伴って盛り上がり、第1主題が戻って
きて最高潮に達するが、突如虚無感に
襲われ、下降（弦楽器）、倒れ（ファゴッ
ト）、最期の震え（ヴィオラ）を経て、燃え
尽きる。

（オーボエ　中原克明）

歌曲集 ― 管弦楽伴奏版 ―
（F.シューベルト）

　シューベルトは「ドイツ・リート（歌曲)」
を様式的に確立させた作曲家で、その
短い生涯の間に約600曲にものぼる
歌 曲を作 曲しました。詩の持つ意 味
内容や雰囲気が音楽と深い関係にある
ことはもちろん、詩本来の韻律や発音の
流れと音楽が自然に結びついています。 
　そしてこのドイツ・リートの 系 譜 は
シューマン、ブラームス、ヴォルフ、マーラー、
R.シュトラウスへと受け継がれていきます。

　本日演奏する歌曲はいずれもピアノ
伴奏として作曲されたものですが、後の
作 曲 家 が 管 弦 楽 伴 奏 に 編 曲 して
います。どの 編 曲 も、原 曲 の 個 性 を
大きく変化させず、表情や響きをより
強調し深みを与えています。テノール・
ソロの 豊 か な 表 現と管 弦 楽 により
新たな命を得た歌曲をどうぞお楽しみ
ください。

『鱒』

　シューベ ルトの作 品の中 でも最も
有名な曲のひとつです。少女に世の中
の怖さを暗喩する内容です。清流で活き
活きと清らかに泳いでいる鱒を2本の
クラリネットが表現します。釣り師が竿で
水をかき回して濁らせ、ついに釣り上げ
てしまう様子が軽妙な曲想で歌われます。

編曲：B. ブリテン
歌詞：C.F.D.シューバルト

ま す
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交響曲第８番ハ長調『ザ・グレート』
（F.シューベルト）

　31年という短い生涯の中で、1000曲
あまりの作曲をしたと言われるシューベ
ルト。その作品には、未完であったり
スケッチのみが残る曲も多い。本曲の
楽譜も、シューベルトの死後、シューベルト
の家を訪れたシューマンによって発見
され、メンデルスゾーンが初演している。
　本曲の『ザ・グレート』という副題に
ついてであるが、偉大な誰かや何かを
モチーフに書 か れた、という訳 では
ない。本 曲はハ長 調 であるが、既に
書 か れた交 響 曲 第6番もハ長 調 で
あり、「大きいほうの（ハ長調交響曲）」
という意味である。

　ところで、この『ザ・グレート』は、アマ
チュア演奏家の中では（もしかしたら
聴く側も！？）どうも好みが分かれる曲
らしい。私は本 曲 が 大 変 好みだ が、

「曲が長くて疲れる」「繰り返しが多く
て単調」などという意見を聞くことも
多い。そこで、今回は私なりの本曲の
楽しみ方を書いておく。もしも退屈しそう
で あれ ば、この 紹 介 文を 演 奏 中 に
チラチラ見て、テーマ探しをしたり風景
を思い浮かべながら曲を楽しんでい
ただけると幸いである。その際は、ページ
をめくるときは細 心の注 意を払 い、
くれぐれも演奏中に落としたりなど
しないように…。

第一楽章
　山々の向こうから太陽が昇るような
ホルンの主題から、曲が始まる。
　弦楽器の短い応答を経て、次に主題
を奏でるのは木管楽器。また弦楽器の
応 答を経 て、ヴィオラとチェロによる
美しい旋律が流れる。
　その後、再びの主題。今度はトロン
ボーンと弦楽器に木管楽器が応える。
　暫しの転調を経て、再度木管楽器の
主 題。今 度はバイオリンの三 連 符の
伴奏が付く。曲は音量と速度を上げ、
快活な第一主題が現れる。
　第一主題は弦楽器の付点のリズム
(ターンタターンタ)に、木管楽器の三連
符(タタタタタタ)が 応える。ハ長 調の
明るさが、気持ちの良い朝を表して
いるように感じる。さて今日は何をして
過ごそうか。リズミカルに曲が進行し、
三 連 符の連 打の後に二 連 符と共に
音量が下がると、オーボエとファゴットに
よる不安で怪しげな第二主題へと移行
する。主題はすぐにフルートとクラリネット
の手に渡る。楽器による音色の違いも
聴きどころである。
　第 二 主 題は四 分 音 符と三 連 符の
混じった形であるが、最初の四分音符
の三音を取り出した形(タンタンタン)
が、曲の随 所に現 れる。第 一 主 題の
２つと合わせた、この３つのパーツが
音の高さを変えながら随所に現れる。
探しな がら曲を聴 いてみると、より
楽しめるのではないだろうか。
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『彼女の肖像』

　シューベルトの死後にまとめられた
14曲 からなる歌 曲 集「白 鳥の歌」の
第９曲です。ゆっくりしたテンポで抑制
された静けさで歌われる曲です。
　失った彼女の肖像画をひとり眺め
ながら在りし日を思い出していると、
その肖像は命を受け、微笑みを浮か
べ、ふたつの瞳に涙さえ光るように
感じられますが、やが て幻と消えて
しまいます。

『君はわが憩い』

　4つの連作歌曲Op.59の3曲目です。
心の中の「君」に、叶うことのない永遠
の救いを見る曲です。
　穏やかな流れが全曲を貫いており、
清澄で格調高い曲です。3節から成り、
大きな感情の盛り上がりを見せ、再び
安息的な気分に戻ります。

『涙の雨』

　全２０曲からなる歌曲集「美しき水車
小屋の娘」の第１０曲です。若い粉挽き
職人が修行のためにさすらいの旅に
出る詩に基づく、ひとりの若者の悲恋
物語です。
　前半１０曲の恋の喜びから、後半の
恋の痛手と悲しみ、絶望へと変わって
いく転換点の曲です。

『魔王』

　シューベルトが18歳の時に作曲した
曲です。中学の音楽教科書にも扱われ
特に有名な作品です。
　ゲーテは晩年に「曲全体が一幅の絵
のよう」と高く評価し、最初に聞いた時
に真価を見抜けなかったことを悔いた
と言われています。
　嵐の夜、馬を走らせて家路を急ぐ父
と怯える息子、その息子を甘い言葉で
誘 惑する魔 王を描く、ひとり芝 居の
バラードです。
　疾走する馬を表す三連符の連続が
印象的です。親子の対話と魔王の声
は、それぞ れ 強 弱 や 音 色 を 変 えて
歌われます。

（フルート　庄子 聡）

編曲：A.ヴェーベルン
歌詞：H.ハイネ

編曲：A.ヴェーベルン
歌詞：F.リュッケルト

編曲：A. ヴェーベルン
歌詞：W. ミュラー

編曲：H. ベルリオーズ
歌詞：J.W.v. ゲーテ

Franz Peter Schubert (1797‒ 1828)
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Sei ruhig, bleibe ruhig, mein Kind:
in dürren Blättern säuselt der Wind.

Willst, feiner Knabe, du mit mir 
gehn?
meine Töchter sollen dich warten 
schön;
meine Töchter fühlen den nächtli-
chen Reihn,
Und wiegen und tanzen und singen 
dich ein.

Mein Vater, mein Vater, und siehst 
du nicht dort
Erlkönigs Töchter am düstern Ort?
Mein Sohn, mein Sohn, ich seh es 
genau:
Es scheinen die alten Weiden so 
grau.

Ich liebe dich, mich reizt deine 
schöne Gestalt;
Und bist du nicht willig, so brauch 
ich Gewalt.
Mein Vater, mein Vater, jetzt faßt er 
mich an!
Erlkönig hat mir ein Leids getan!

Dem Vater grauset’s, er reitet 
geschwind,
er hält in Armen das ächzende 
Kind,
erreicht den Hof mit Mühe und Not;
In seinen Armen das Kind war tot.

「心配しないで落ち着け、息子よ
枯葉が風でざわめいているのだ」

《いい子よ、わしと一緒に
行かないか？
わしの娘たちが待っているよ
娘たちは夜通し面倒を
見てくれるよ
歌って踊って、優しく揺らせて
眠らせてくれる》

『お父さん、
そこの気味の悪いところに
魔王の娘たちが立っているのが
見えないの？』

「息子よ、見えるさ
あれは古い柳の木が灰色に見えるん
だよ」

《わしはお前が好きだ、その美しい
姿が欲しい
お前が嫌と言っても、力ずくで
連れて行くのだ》

『お父さん、いま魔王が僕を掴んで
離さないよ！
魔王が僕に痛いことをするよ！』

父は恐ろしくて、すごい速さで
馬を走らせる
彼はうめく息子をしっかり抱えて
やっと家にたどり着いた時

彼の腕の中で、息子は息絶えていた
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Program Notes
交響詩『ドン・ファン』
（R.シュトラウス）
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世に出ることになりました。初演は1889年、
彼自身の指揮で行われ、大成功を収め
ています。
　総譜の冒頭に、オーストリアの詩人
ニコラウス・レーナウの詩「ドン・ファン」か
らの抜粋が収められています。一般的
なドン・ファン伝説は「次 と々女をものに
する好色家」というイメージが強いです
が、レーナウの詩では「永遠なる理想の
女性を求めて遂に果たすことができ
ない英雄」として描き出されています。
　曲は単一楽章ですが、大きく5つの
場面に分けて解説します（解釈には
諸説あります）。

冒頭～ドン・ファンのテーマ
　冒頭、電光石火で一気に幅広い音程
を駆け上がり、ドン・ファンの情熱を
表す。ティンパニの4連打の後、木管楽器
の3連符に乗ってヴァイオリンによりドン・
ファンのテーマ（第1主題）が提示される。

最初の女性との出会い～破局
　ヴァイオリンソロにより、気品のある
女性が表現され、続いてクラリネットと
ホルンの主題をヴァイオリンが追いかけ
るようにして、恋人たちの対話が始まる。

Richard Georg Strauss (1864‒ 1949)

4

　第一楽章にも繰り返しがあるが、
２度目は是非とも別の聴き方をして
いただきたい。１度目に管楽器が沢山
聴こえたなら弦楽器に、高音が聴こえ
たなら低音に、旋律が聴こえたなら
伴奏に、という具合に耳を傾けていた
だくと、より味わい深く感じるはずだ。

第二楽章
　第二楽章は、第一部と第二部が繰り
返し交互に演奏される。いわゆる
A-B-A-B-Aの形。
　第一部はイ短調。弦楽器の序奏の
後、オーボエによってリズミカルだが
物悲しい主題が提示される。その旋律
は、胸に抱く理想と現実とのギャップに
苦しむ独白のよう。
　付点のリズムの掛け合いで曲は進行
する。合間にクラリネットとオーボエの
リレーの形で現れる長調の上行音階
部分は、苦悩の挟間に見る束の間の
夢か。三度の主題の後、第二部へ移行
する。
　セカンドヴァイオリンとファゴット、
そしてコントラバスの下行音階から
始まる第二部は、温かいヘ長調。真っ
暗な教会で、頭上のステンドグラスから
一筋の光が射し、徐々に光で満たされ
ていく様子を想起させる。
　何度も出てくる優しい四分音符の
二連打は、遠い昔に抱いた凍り付いた
夢を溶かし出すかのよう。包容力に
溢れた旋律が徐々に愁いを帯びて

行き、第一部へ。
　２度目の第一部。調性や旋律は
１度目と同じだが、伴奏はより音が多く、
凝ったものになっている。一度目との
違いを楽しんでいただきたい。
　後半に激しさを増した後、チェロの
美しい間奏を経て、再び第二部へ。
　２度目の第二部は、フルートとクラリ
ネットの下行音階に、セカンドヴァイオリン
とヴィオラが美しいオブリガートを添えて
始まる。
　１度目と変わり、気高いト長調の中に
やるせなさを感じる。救いを求めて
何度も手を伸ばし、それでも届かない
もどかしさを抱えたまま、第一部へ。
　３度目の第一部、に入ったかと思え
ば、主題はすぐに四分音符の二連打に
遮られる。

シューベルトが交響曲第8番『ザ・グレート』
についてウィーン楽友協会へ宛てた手紙。　
交響曲は1826年に協会へ献呈されたが
残念ながらシューベルトの生前に演奏され
ることはなかった。
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　東京藝術大学卒業。同大学院修士課程オペラ科修了。在学中に安宅賞、
松田トシ賞受賞。ドコモ奨学金授与。二期会オペラスタジオ修了。修了時に
最優秀賞、川崎静子賞受賞。
　第35回日伊コンコルソ第3位。第11回奏楽堂日本歌曲コンクール第2位。
第70回日本音楽コンクール第2位(オペラ・アリア部門)。
　これまでに多数のオペラ作品に出演。「魔笛」タミーノ役でヨーロッパデビュー。
モーツァルトからプッチーニ、ワーグナーまで幅広いレパートリーを有する。
　宗教曲の分野ではバッハ、ヘンデルを始め約50作品以上のレパートリーを
持ち、これまでにサヴァリッシュ、デュトア、小澤征爾等の著名な指揮者と共演。
　二期会会員。国立音楽大学および大学院准教授。

テノール
望月哲也 Tetsuya Mochizuki, Tenor

　1995年7月、京浜地区の日立製作所および関連会社の社員を中心に発足。日立
交響楽団に続き、日立製作所による2番目のアマチュア・オーケストラとして活動を
開始。1996年6月の第1回演奏会に始まり毎年2回の定期演奏会を開催し、国内の
名だたる指揮者陣や演奏家と共演して幅広い曲目を取り上げ、高い評価を得て
きた。東京芸術劇場やサントリーホールなどの東京都内のほか、日立グループとなじみ
深い神奈川県のホールも会場としている。日立製作所創業100周年であった2010年は、
日立交響楽団と共同でベートーヴェンの交響曲全曲公演を実施し、成功をおさめた。
　コロナ禍により2020年より4回の演奏会がすべて中止という事態となるも、団員の
音楽への強い想いと活動により2022年2月より演奏会の再開が実現し、現在は
より一層創造的・挑戦的なプログラムに取り組んでいる。
　団の後援団体として日立フィル賛助会がある。団員数約130名。

日立フィルハーモニー管弦楽団  Hitachi Philharmonic Orchestra

―本日の歌曲集 歌詞対訳を、望月先生に特別にご執筆いただきました―

　ここで何度も出てくる四分音符の
二連打は、優しかった第二部のそれと
は違い、終焉を告げる天使のラッパの
よう。曲は終わりに向けて徐々に沈ん
で いく。も が き な が ら懸 命 に 手 を
伸ばすが、浮かび上がることはない。

第三楽章
　第 二 楽 章の悲しみを忘 れさせる
明るいスケルツォは、第一楽章と同じ
ハ長 調。例えるなら、活 気 あふ れる
昼の街中か。
　冒頭から八分音符6つ(タカタカタカ)
と四分音符3つ(タンタンタン)の特徴的
なリズムからで始まる。
　この6+3の主題はもちろん、6だけ、
3だけ連 続 で 出 てくる箇 所も多 い。
　街中の人々があちらこちらでおしゃ
べりをしているかのように、色々なパート
が様々なタイミングでこのリズムを演奏
する。
　後 半のトリオは牧 歌 的 なイ長 調。

広 と々した草原に青空が広がり、心地
よい風 が 通り抜ける。穏やかで満ち
足りた 心 に、ふと悲 し い 思 い 出 が
よぎる。交 互に現 れる長 調と短 調の
コントラストが印象的。繰り返しを経て
スケルツォに戻り、最後は明るく終わる。

第四楽章
　第三楽章のハ長調の響きそのままに
始まる冒頭は、号令かのように聴こえる。
これを合図に音楽が走り出す。
　第四楽章は、冒頭の「ターンタタン」
と、それに応える「タタタタン」の二つの
リズムで構成される。このリズムの上で、
旋 律 が 調 性を変えな がら展 開して
いく。
　本楽章だけで1155小節(ここにさらに
繰り返し分が加わる)という、とてつも
な い 道を 猛スピードで 駆 け 抜 け て
いく。時に明るく、時に切なく、走り出し
た音楽はもう止まらない。

(ヴァイオリン　北 顕弘)

短い生涯のほとんどをウィーンで過ごしたシューベルトだが、1825年の5月から9月の終わりまで
グムンデン、リンツ、ガスタインなどを旅行し、交響曲第8番『ザ・グレート』はこれらの風光明媚な
土地で作曲された。（左：ザルツブルク州のガスタイン、右：オーバーエスターライヒ州のグムンデン）




